
新
規
に
築
城
を
せ
ず
三
点
セ
ッ
ト
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
土
作
り
の
城

を
展
開
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
大
友
吉
統
改
易
後
、
豊
後
は
一
国
全
体
が
豊
臣

家
蔵
入
地
に
な
っ
た
後
に
国
内
各
地
へ
大
名
が
入
っ
た
こ
と
で
、
石
垣
作
り
の

城
郭
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
送
ら
れ
た
大
名
の
平
均
石
高
が
六

～
三
万
石
以
下
な
の
で
、
殆
ど
が
本
城
ｌ
支
城
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
今
回
は
、
支
城
体
制
を
敷
い
た
と
考
え
ら
れ
る
、
竹
田
中
川
氏
と
豊

後
高
田
に
い
た
竹
中
氏
の
事
例
を
述
べ
た
い
。

こ
の
織
豊
期
豊
後
に
お
け
る
、
城
と
都
市
と
の
関
わ
り
を
述
べ
た
先
行
研
究

が
三
点
あ
る
ｌ
・

須
藤
端
氏
は
、
本
誌
に
お
い
て
大
友
義
統
の
城
郭
政
策
を
紹
介
し
た
（
須
藤

二
○
一
一
）
。
氏
は
、
豊
薩
戦
争
後
の
豊
後
で
義
統
が
ど
の
よ
う
な
城
郭
政
策

を
行
っ
た
か
、
豊
臣
秀
吉
が
弟
・
秀
長
に
宛
て
た
朱
印
状
を
中
心
に
論
を
展
開

し
た
。
そ
の
中
で
義
統
は
、
戦
乱
や
地
震
で
荒
廃
し
た
府
内
に
代
わ
る
拠
点
と

し
て
鶴
崎
を
選
び
、
鶴
崎
か
ら
も
一
望
で
き
る
高
崎
城
・
鶴
賀
城
が
支
城
と
し

て
改
易
ま
で
残
っ
た
と
氏
が
推
測
し
た
。

田
中
裕
介
氏
は
「
大
分
県
地
方
史
』
第
二
二
四
号
に
て
「
熊
本
藩
領
以
前
の

つ
る
さ
き
」
を
発
表
さ
れ
た
（
田
中
二
○
一
五
）
。
内
容
は
、
須
藤
氏
の
論
考

で
も
言
及
が
あ
っ
た
が
、
吉
統
が
文
禄
の
役
に
さ
き
だ
っ
て
、
嫡
子
義
述
に
対

し
、
鶴
崎
に
豊
後
に
留
守
し
て
い
た
家
臣
の
屋
敷
普
請
と
上
洛
中
の
家
族
を

呼
び
寄
せ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
（
「
大
友
吉
統
室
家
番
衆
交
名
」
２
）
。
ま
た
、

２

袖
織
豊
期
豊
後
に
お
け
る
本
城
ｌ
支
城
体
制

～
一
五
八
七
年
か
ら
一
六
○
○
年
ま
で
の
流
れ
～

制体城支

杵
築
市
教
育
委
員
会

城本

福
永
素
久

るけお鉢
１
、
は
じ
め
に

豊釧
大
友
宗
麟
・
義
統
父
子
は
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
起
き
た
高
城
・
耳

織
川
の
戦
い
に
て
敗
退
し
た
。
そ
れ
以
降
、
島
津
氏
の
北
上
（
豊
薩
戦
争
）
や
田

原
氏
な
ど
領
国
内
の
反
乱
に
対
処
す
る
為
、
彼
ら
は
、
抑
え
る
た
め
に
、
府
内

を
中
心
に
城
館
を
整
備
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
文
献
等
で
わ
か
る
。

中
に
は
、
高
崎
城
や
鶴
賀
城
（
共
に
現
・
大
分
市
）
、
妙
見
岳
城
（
現
・
宇
佐
市
）

な
ど
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
以
降
に
使
わ
れ
た
城
郭
も
含
ま
れ
て
い
た

事
が
注
目
さ
れ
る
。

豊
後
に
お
け
る
織
豊
期
は
、
豊
薩
戦
争
後
の
一
五
八
七
年
～
関
ヶ
原
直
前
の

一
六
○
○
年
ま
で
を
さ
す
。
そ
の
期
間
か
ら
、
さ
ら
に
時
期
区
分
を
大
き
く
二

つ
に
分
け
る
事
が
可
能
だ
。
即
ち
、
①
大
友
義
（
吉
）
統
が
統
治
し
て
い
た
一

五
八
七
～
九
三
年
、
②
大
友
氏
が
豊
後
除
国
と
な
っ
た
後
、
豊
臣
家
蔵
入
地
か

ら
織
豊
大
名
が
各
地
に
入
っ
た
一
五
九
三
～
一
六
○
○
年
の
二
時
期
で
あ
る
。

そ
の
期
間
に
豊
後
周
辺
に
は
、
九
州
国
分
直
後
か
ら
中
津
城
を
は
じ
め
石
垣
．

瓦
・
礎
石
の
い
わ
ゆ
る
三
点
セ
ッ
ト
を
も
っ
た
城
郭
が
新
規
や
既
存
の
城
郭
を

改
修
し
て
築
城
さ
れ
る
が
、
豊
後
一
国
を
保
障
さ
れ
た
大
友
氏
領
国
内
で
は
、



２
、
一
五
八
七
年
豊
薩
戦
争
後
の
体
制

織
豊
期
に
お
け
る
、
大
友
氏
の
城
郭
政
策
の
基
本
と
な
る
柱
は
二
本
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
だ
４
。

こ
れ
は
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
九
州
国
分
直
前
、
秀
吉
か
ら
弟
・
秀

長
へ
朱
印
状
が
五
月
十
三
日
付
に
出
さ
れ
た
。
十
四
カ
条
か
ら
な
る
史
料
の
中

に
は
、
豊
後
の
城
郭
政
策
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
志
賀
太
郎
・
佐
伯
入

吉
統
に
従
軍
す
る
家
臣
は
鶴
崎
よ
り
乗
船
し
て
朝
鮮
へ
向
か
っ
た
事
か
ら
（
「
安

東
統
宣
高
麗
渡
唐
記
」
３
）
、
氏
は
府
内
に
変
わ
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
鶴
崎
を

あ
げ
た
。

小
柳
和
宏
氏
は
、
二
○
一
七
年
に
「
大
分
県
立
歴
史
資
料
館
紀
要
』
に
お
い

て
「
大
分
県
に
お
け
る
織
豊
期
城
郭
の
動
向
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
氏
は
、

境
界
争
い
の
係
争
地
で
あ
っ
た
黒
田
領
と
の
接
す
る
場
所
で
、
妙
見
岳
城
や
高

山
城
な
ど
大
友
が
積
極
的
に
城
の
改
修
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。
一
方
で
前

述
の
よ
う
に
、
黒
田
氏
が
築
城
し
た
中
津
城
や
支
城
と
し
て
改
修
さ
れ
た
平
田

城
の
よ
う
に
、
三
点
セ
ッ
ト
が
揃
っ
た
大
友
の
城
郭
で
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た

と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
配
置
と
し
て
着
目
す
べ
き
は
、
城
郭
の
あ
っ
た
政
策
的
な
関
連
と
場

所
、
街
道
・
港
・
渡
河
点
等
の
立
地
の
関
係
で
あ
る
。
そ
こ
で
立
地
の
視
点
か

ら
、
大
友
氏
か
ら
織
豊
期
の
各
大
名
が
豊
後
へ
入
っ
て
い
く
中
で
ど
の
よ
う
に
、

本
城
Ｉ
支
城
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
か
見
て
い
き
た
い
。

道
太
郎
両
人
無
比
類
致
働
…
両
人
に
日
向
国
に
て
為
褒
美
一
城
慰
と
ら
せ
」
（
八

条
目
）
と
あ
り
、
次
に
「
豊
後
国
に
て
、
去
年
以
来
表
裏
を
仕
候
者
之
儀
ハ
、

城
を
請
取
可
致
破
却
…
」
（
九
条
目
）
と
あ
る
。
実
際
に
大
友
氏
は
日
向
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
が
、
文
中
か
ら
志
賀
（
岡
城
か
騎
牟
礼
城
）
と
佐
伯
（
栂
牟

礼
城
）
の
拠
点
城
郭
は
保
障
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
「
備
前
少
将
（
字
喜
多
秀
家
亨
尾
藤
左
衛
門
・
黒
田
勘
解
由
（
孝
高
）
・

蜂
須
賀
阿
波
守
（
家
政
）
右
之
者
共
と
し
て
、
日
向
・
大
隅
・
豊
後
城
普
請
可

申
付
候
、
併
不
入
城
ハ
わ
ら
せ
可
然
事
」
と
あ
る
。

二
本
目
は
、
吉
統
の
父
で
あ
る
宗
麟
の
頃
か
ら
使
わ
れ
た
城
督
制
度
で

あ
る
５
．
戦
国
期
に
お
い
て
、
立
花
山
城
（
福
岡
県
）
な
ど
大
友
氏
の
拠
点
と

な
る
城
郭
に
は
、
こ
の
制
度
を
使
っ
て
有
力
家
臣
を
配
置
し
た
。
ま
た
鹿
鳴
越

城
（
日
出
町
）
や
妙
見
岳
城
（
宇
佐
市
）
な
ど
の
他
の
城
に
は
、
直
轄
地
に
い

た
武
士
団
を
利
用
し
て
城
の
改
修
（
城
誘
）
や
在
番
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の
舞

台
と
な
っ
た
城
郭
が
、
立
地
や
統
治
の
関
係
に
お
い
て
、
秀
吉
の
朱
印
状
と
リ

ン
ク
す
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
た
、
一
五
九
一
年
以
降
の
秀
吉
発
給
の
朱
印
状
で
「
羽
柴
豊
後
侍
従
」
や

一
字
を
も
ら
い
「
吉
統
」
宛
て
に
送
ら
れ
た
史
料
が
見
ら
れ
る
６
。
こ
う
し
て
、

豊
後
一
国
を
保
障
さ
れ
た
義
統
は
織
豊
大
名
大
友
吉
統
と
し
て
豊
臣
政
権
に
よ

る
制
約
の
下
、
大
友
氏
の
拠
点
城
郭
を
基
本
と
し
た
統
治
制
度
で
あ
る
城
督
を

ベ
ー
ス
と
し
た
。
こ
の
二
つ
の
柱
を
基
に
、
吉
統
は
支
城
に
相
当
す
る
城
郭
を

整
備
す
る
事
に
な
っ
た
（
図
１
）
。

３
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（
１
）
大
友
氏
本
拠
の
城
郭

こ
こ
で
い
う
、
大
友
氏
本
拠
の
城
郭
と
は
史
料
上
（
九
州
国
分
以
前
）
で
在

番
を
置
い
た
も
の
を
指
す
。

そ
の
頃
、
大
友
氏
の
本
拠
は
豊
薩
戦
争
以
降
再
び
府
内
か
ら
、
義
統
が
臼
杵

に
宗
麟
が
津
久
見
へ
移
っ
て
い
る
７
．
一
方
で
そ
の
後
義
統
は
、
本
拠
を
大
友

氏
が
重
要
拠
点
の
一
つ
と
考
え
た
鶴
崎
に
移
そ
う
と
し
た
動
き
も
あ
っ
た
。

府
内
の
す
ぐ
西
に
あ
っ
た
高
崎
城
（
図
２
）
は
、
豊
薩
戦
争
以
後
文
献
に
は

出
て
こ
な
い
。
城
は
「
四
極
山
」
と
よ
ば
れ
、
ほ
ぼ
全
方
位
を
カ
バ
ー
す
る
事

が
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
改
修
は
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
後
述
す
る
改

易
期
ま
で
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
で
、
高
崎
城
に
は
虎
口
や
周
囲

の
櫓
台
に
、
同
時
期
の
織
豊
期
以
降
の
石
垣
に
見
ら
れ
る
、
鏡
石
の
よ
う
な
積

み
方
を
し
た
も
の
が
あ
る
な
ど
「
石
垣
の
城
」
を
指
向
し
た
プ
ラ
ン
が
見
ら
れ

る
。

そ
れ
と
同
じ
く
し
て
、
府
内
の
南
側
に
あ
り
臼
杵
と
の
中
間
点
に
位
置
し
て

い
た
鶴
賀
城
は
、
豊
後
南
部
と
の
連
絡
路
で
重
要
な
位
置
に
い
た
。
鶴
賀
城
は

豊
薩
戦
争
の
時
に
、
大
幅
に
改
修
さ
れ
た
事
が
文
献
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

島
津
軍
の
侵
入
ル
ー
ト
に
合
わ
せ
て
、
連
続
し
た
竪
堀
や
横
矢
掛
り
が
主
郭
を

中
心
に
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
豊
薩
戦
争
後
、
改
修
の
記
録
は
な
い
も
の
の
秀
吉
の

朱
印
状
に
出
て
き
た
支
城
の
条
件
や
立
地
の
関
係
か
ら
、
国
内
に
あ
っ
た
城
館

は
豊
後
除
国
ま
で
あ
る
程
度
残
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
で
、
北
側
の
豊
前
黒
田
領
と
の
境
を
接
す
る
速
見
郡
山
香
郷
や
豊
前
の

大
友
領
内
で
は
城
の
改
修
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
事
が
わ
か
る
。
黒
田
氏
と
大

友
氏
と
の
間
で
は
、
豊
前
Ｉ
豊
後
の
境
目
論
争
が
度
々
起
こ
り
、
豊
臣
秀
長
が

そ
の
仲
裁
に
あ
た
っ
て
い
る
８
。

彼
ら
の
対
立
を
表
し
て
い
る
史
料
の
一
つ
と
し
て
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九

○
）
に
義
統
が
杵
原
八
幡
宮
に
願
文
を
送
っ
た
９
．
そ
の
内
容
は
「
差
に
黒
田

官
兵
衛
近
年
居
住
し
誠
に
欺
い
て
悪
逆
仁
、
神
妙
に
背
か
ず
人
心
を
妨
げ
窓
に

振
い
、
吉
統
も
っ
て
誠
意
と
存
ぜ
ず
と
錐
も
、
至
り
、
豊
州
非
道
歴
然
た
り
、

天
下
順
儀
に
存
ず
と
雌
も
、
（
中
略
）
祈
願
成
就
の
殉
宇
佐
郡
一
回
神
領
せ
し

め
寄
納
候
事
必
候
」
と
、
黒
田
が
豊
前
で
「
非
働
」
の
限
り
を
つ
く
し
て
い
る
。

も
し
黒
田
を
退
治
で
き
た
ら
、
宇
佐
郡
一
円
を
寄
進
し
て
も
い
い
、
と
い
う
内

容
だ
っ
た
。
以
上
の
事
か
ら
、
当
時
政
情
が
安
定
し
て
い
た
府
内
周
辺
と
比
べ

て
、
北
部
の
国
境
沿
い
は
緊
迫
し
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。

恒
常
性
は
持
た
な
い
が
、
内
河
野
城
や
日
指
城
（
共
に
現
杵
築
市
、
図
３
．

図
４
）
は
、
黒
田
領
に
向
け
て
連
続
し
た
畝
状
竪
堀
や
横
矢
掛
り
な
ど
、
今
ま

で
大
友
氏
系
の
城
郭
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
技
巧
的
な
し
か
け
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
友
氏
が
こ
の
頃
に
築
城
し
た
城
郭
で
は
、
横
矢
や
竪
堀
を
多
く

利
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
築
城
さ
れ
た
中
津
城
の
よ
う
な
石

垣
・
瓦
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
。

（
２
）
有
力
家
臣
の
城
郭

も
う
一
つ
秀
吉
の
朱
印
状
で
は
、
豊
薩
戦
争
で
活
躍
の
あ
っ
た
家
臣
の
居
城

６
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は
残
す
と
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
佐
伯
氏
を
事
例
に
出
し
た
い
。
佐
伯

氏
は
、
以
前
大
友
氏
に
反
乱
を
起
こ
し
弘
治
二
年
二
五
五
六
）
に
佐
伯
惟
教

が
伊
予
へ
逃
亡
し
た
。
惟
教
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
宗
麟
の
許
し
を

経
て
、
大
友
氏
の
直
轄
地
で
貿
易
港
だ
っ
た
佐
賀
関
烏
帽
子
岳
城
（
大
分
市
）

に
軍
監
と
し
て
入
っ
た
皿
。
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
島
津
軍
侵
攻
時
は
、

本
来
の
本
拠
で
あ
っ
た
栂
牟
礼
に
帰
っ
て
い
る
事
が
、
各
史
料
か
ら
わ
か
る
。

朱
印
状
か
ら
名
指
で
出
て
き
た
佐
伯
氏
の
居
城
栂
牟
礼
城
（
現
佐
伯
市
）
は
、

番
匠
川
左
岸
に
位
置
す
る
山
城
で
あ
る
（
図
５
）
。
近
く
の
小
田
山
城
と
と
も

に
畝
状
竪
堀
や
大
き
な
堀
切
を
も
つ
。
時
期
的
に
は
、
小
田
山
城
の
方
は
栂
牟

礼
城
と
比
べ
て
築
城
時
期
が
下
る
。
し
か
し
、
島
津
侵
攻
時
の
史
料
に
も
栂
牟

礼
の
名
が
出
て
き
て
い
る
た
め
、
城
は
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

麓
に
は
、
居
館
に
し
て
い
た
曳
地
館
が
あ
り
、
後
に
麓
は
東
九
州
自
動
車
道

の
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
で
は
、
家
臣
の
屋
敷
と
考
え
ら

れ
る
方
形
区
画
の
居
館
跡
や
町
屋
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
城
下
集
落
が
形
成

さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

３
、
大
友
氏
除
国
後
の
体
制

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
始
ま
っ
た
文
禄
の
役
で
、
大
友
吉
統
は
派
遣

先
の
朝
鮮
半
島
で
の
失
策
に
よ
り
、
大
友
氏
は
改
易
と
な
っ
た
。
豊
後
は
国
全

体
が
豊
臣
家
蔵
入
地
と
な
り
、
北
部
に
宮
部
継
潤
と
南
部
に
山
口
玄
蕃
允
が
そ

れ
ぞ
れ
検
地
奉
行
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
後
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
以

降
に
、
秀
吉
の
子
飼
い
の
家
臣
が
大
名
と
し
て
各
地
に
送
ら
れ
た
（
図
６
）
。

彼
ら
は
、
既
存
の
城
館
を
改
修
し
周
囲
の
集
落
を
惣
構
で
城
下
と
し
て
取
り

込
ん
だ
。
改
修
さ
れ
た
城
郭
の
一
部
は
三
点
セ
ッ
ト
を
有
し
て
い
た
。
一
方
で
、

彼
ら
の
石
高
が
平
均
と
し
て
二
万
石
～
三
万
石
で
あ
り
、
領
域
も
狭
い
の
で
、

本
城
，
支
城
体
制
を
整
備
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
が
多
い
。

そ
の
中
で
、
確
認
さ
れ
て
い
て
本
城
，
支
城
体
制
を
布
い
た
と
考
え
ら
れ
る

事
例
が
二
つ
あ
る
。
竹
田
の
中
川
氏
と
高
田
の
竹
中
氏
だ
。

（
１
）
中
川
氏
の
場
合

一
五
九
四
年
に
中
川
秀
成
が
、
六
万
六
○
○
○
石
で
大
野
郡
・
直
入
郡
に
入

部
し
た
。
中
川
氏
が
入
城
し
た
当
時
、
領
内
に
は
南
郡
衆
と
よ
ば
れ
る
旧
大
友

氏
旧
臣
が
活
動
し
て
い
た
。

そ
こ
で
中
川
氏
は
、
大
友
系
の
紹
忍
と
宗
像
鎮
続
を
家
臣
と
し
て
招
い
て
対

処
し
た
。
志
賀
氏
の
拠
点
の
一
つ
だ
っ
た
岡
城
を
中
心
に
、
支
城
を
整
備
し
て

い
く
。小

牟
礼
城
（
豊
後
大
野
市
・
図
７
）
は
、
大
野
川
の
支
流
市
万
田
川
と
酒
井

寺
川
の
合
流
点
に
位
置
す
る
。
城
が
位
置
す
る
場
所
は
、
市
万
田
川
上
流
に
は

大
友
氏
一
族
の
一
万
田
氏
の
拠
点
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
下
流
に
行
け
ば
大
野
川

と
合
流
す
る
。
ま
さ
に
、
小
牟
礼
城
の
位
置
は
大
友
氏
系
の
旧
勢
力
を
抑
え
る

位
置
に
あ
っ
た
。

元
々
中
世
か
ら
戦
国
期
に
使
用
し
て
い
た
城
郭
を
、
中
川
氏
が
支
城
と
し
て

整
備
し
た
城
郭
と
見
ら
れ
る
。
城
の
大
手
は
、
市
万
田
川
に
向
い
て
い
る
の
が

８
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特
徴
だ
。
川
に
向
か
っ
て
主
郭
に
登
る
ま
で
、
近
世
岡
城
と
同
様
の
連
続
し
た

析
形
虎
口
・
横
矢
・
馬
出
が
見
ら
れ
る
。

前
述
の
通
り
中
川
氏
は
、
田
原
氏
を
家
臣
団
に
組
み
入
れ
た
。
紹
忍
が
居
城

と
し
て
入
っ
た
の
が
、
肥
後
と
の
国
境
が
近
い
下
原
城
だ
（
竹
田
市
・
図
８
）
。

現
状
は
堀
と
土
塁
が
一
部
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
明
治
期
の
旧
字
図
に
よ
る
と
、

丘
陵
を
切
断
す
る
堀
と
土
塁
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
小
牟
礼
城
の
よ

う
に
、
虎
口
や
横
矢
な
ど
技
巧
的
な
し
か
け
が
確
認
で
き
な
い
。
田
原
紹
忍
は
、

慶
長
五
年
二
六
○
○
）
の
佐
賀
関
合
戦
で
戦
死
し
た
。
お
そ
ら
く
城
は
、
一

六
○
○
年
前
後
ま
で
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
竹
中
氏
の
場
合

竹
中
重
利
は
、
文
禄
四
年
二
五
九
五
）
以
降
、
豊
後
高
田
の
桂
川
河
口
右

岸
に
あ
っ
た
高
田
城
（
図
９
）
に
一
万
石
で
入
っ
た
。
江
戸
期
の
地
誌
書
で
あ

る
「
豊
後
国
史
」
に
よ
る
と
ｕ
、
城
は
元
々
大
友
氏
系
の
高
田
氏
の
居
館
だ
っ

た
所
を
改
修
さ
れ
た
。
ま
た
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
「
城
塁
ヲ
増
築
ス

東
西
三
町
五
十
五
間
南
北
三
町
十
間
ア
リ
」
と
あ
る
。

桂
川
上
流
に
は
、
紹
忍
か
ら
本
家
筋
に
あ
た
る
田
原
宗
家
が
拠
点
に
置
き
天

正
七
年
（
一
五
七
九
）
以
降
、
大
友
氏
か
ら
離
反
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
義
統
に
よ
り
反
乱
は
鎮
め
ら
れ
た
が
、
文
禄
段
階
に
お
い
て
田
原
残
党
が
、

国
東
半
島
中
央
部
を
本
拠
に
し
て
い
た
。

桂
川
流
域
の
平
野
部
と
、
国
東
半
島
の
山
間
部
の
境
に
佐
野
鞍
懸
城
（
図

皿
）
が
あ
る
。
こ
の
城
は
、
元
々
田
原
氏
が
拠
点
に
し
て
い
た
城
郭
で
、
高
田

よ
り
六
ｍ
上
流
の
川
沿
い
の
丘
陵
に
築
か
れ
た
。
城
の
あ
る
場
所
は
川
沿
い
以

外
に
も
、
高
田
か
ら
川
を
迂
回
し
て
田
染
方
面
へ
抜
け
る
峠
道
が
、
城
地
北
側

に
あ
る
。
城
は
河
川
と
峠
道
を
抑
え
る
役
割
が
あ
っ
た
。

後
述
す
る
が
石
垣
を
用
い
た
織
豊
期
に
近
い
石
垣
を
持
っ
た
こ
の
城
は
、
築

城
主
体
が
誰
な
の
か
今
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
県
の
報
告

書
で
は
、
中
津
に
い
た
黒
田
氏
の
支
城
と
い
う
位
置
付
け
が
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
城
が
あ
る
場
所
か
ら
は
、
国
東
半
島
内
陸
部
に
大
友
家
や
後
か
ら
き
た
大

名
に
反
旗
を
翻
し
て
い
た
田
原
氏
本
家
が
拠
点
に
置
い
て
い
た
。
以
上
の
事
な

ど
か
ら
、
城
跡
の
現
況
は
、
竹
中
氏
に
よ
る
改
修
と
見
て
よ
い
。

山
頂
に
あ
る
城
跡
は
、
石
垣
の
積
み
方
と
し
て
形
式
的
に
古
い
野
面
積
み
と
、

従
来
の
在
地
に
近
い
積
み
方
を
利
用
し
た
石
垣
が
積
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
川
沿

い
、
つ
ま
り
見
え
る
方
向
と
反
対
側
に
あ
る
析
形
虎
口
に
は
、
鏡
石
が
用
い
ら

れ
て
い
た
。
一
方
で
表
採
に
お
い
て
も
、
瓦
等
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

一
方
で
、
一
五
九
五
年
以
降
に
重
利
が
高
田
に
入
っ
た
と
記
し
て
い
る
「
豊

後
国
史
」
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
と
、
一
五
九
八
年
ま
で
の
高
田
に
築

城
さ
れ
る
間
、
竹
中
氏
の
本
拠
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
当
初
重
利
は

佐
野
鞍
懸
城
を
本
拠
と
し
て
改
修
し
、
九
八
年
以
降
に
高
田
へ
本
拠
を
移
し

た
吃
。
そ
の
後
、
城
は
高
田
城
の
支
城
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
推
論
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
少
な
い
石
高
で
あ
る
が
支
城
を
形
成
し
た
事
は
、
大
友
氏
改

易
後
の
織
豊
期
豊
後
に
お
け
る
、
こ
の
地
域
の
情
勢
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
本
城
ｌ
支
城
制
度
を
布
い
た
と
考
え
ら
れ
る
地
域
と
し

1２
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４
、
お
わ
り
に

一
五
八
七
年
以
降
の
豊
後
で
は
、
豊
臣
政
権
下
に
入
っ
た
大
友
氏
に
よ
っ
て

城
割
り
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
城
郭
政
策
に
は
、
城
督
制
度
と
い
う
大
友
氏
が

豊
薩
戦
争
以
前
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
拠
点
城
郭
を
中
心
と
し
た
行
政
制

度
を
戦
後
も
基
本
と
し
た
側
。
こ
の
二
つ
が
、
織
豊
期
大
友
氏
に
お
け
る
本
城

ｌ
支
城
制
度
の
原
則
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
一
次
史
料
で
は
出
て
こ
な
い
が
、
戦
略
上
で
重
要
な
個
所
や
家
臣
の

居
城
の
一
部
が
城
と
し
て
存
続
し
た
。
こ
れ
が
、
織
豊
期
に
お
け
る
大
友
氏
領

国
下
の
支
城
と
い
え
る
。
高
崎
城
等
は
戦
略
上
重
要
な
位
置
に
あ
る
一
方
で
、

府
内
に
近
い
た
め
に
一
五
八
七
年
以
降
に
改
修
は
受
け
な
か
っ
た
。
一
方
で
黒

田
領
に
近
い
場
所
で
は
、
城
郭
が
改
修
さ
れ
た
事
例
が
見
ら
れ
る
が
残
っ
た
城

の
殆
ど
は
改
修
を
受
け
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。

冒
頭
の
様
に
、
大
友
領
内
周
辺
に
は
中
津
城
の
よ
う
な
三
点
セ
ッ
ト
（
瓦
・

石
垣
・
礎
石
）
が
揃
っ
た
城
郭
が
成
立
し
て
い
る
。
一
方
で
、
領
国
内
の
城
郭

で
は
横
矢
な
ど
他
の
織
豊
期
の
城
郭
に
引
け
を
取
ら
な
い
縄
張
り
プ
ラ
ン
で
あ

る
の
に
対
し
、
石
垣
等
を
有
し
て
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
縄
張
り
か
ら
見
る
織

て
、
日
田
・
玖
珠
郡
に
い
た
毛
利
氏
が
あ
る
。
毛
利
高
政
は
、
日
隈
城
を
本
城

と
し
、
角
牟
礼
城
（
玖
珠
町
）
を
支
城
と
し
て
置
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

角
牟
礼
城
跡
の
山
上
部
に
残
る
石
垣
は
、
高
政
期
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
否
定

的
な
意
見
も
あ
る
た
め
、
検
討
を
要
す
る
⑬
。

‐
他
に
も
中
西
義
昌
氏
が
、
一
般
向
け
の
歴
史
雑
誌
『
歴
史
群
像
」
に
お
い

て
岡
城
を
取
り
上
げ
た
（
『
歴
史
群
像
』
第
一
三
四
号
、
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン

グ
（
現
・
学
研
プ
ラ
ス
）
、
二
○
一
五
年
）
。
氏
は
、
文
中
で
岡
城
の
．
張
り
が
、

一
五
九
四
年
以
降
に
竹
田
に
入
っ
た
中
川
氏
と
、
南
郡
衆
を
中
心
と
す
る
大
野
．

直
入
郡
に
い
た
大
友
旧
臣
と
の
緊
張
関
係
を
表
し
て
い
る
と
、
言
及
さ
れ
た
。

２
渡
辺
澄
夫
編
「
大
分
県
史
料
」
三
二
、
一
九
九
○
年

３
本
田
美
穂
「
史
料
紹
介
「
安
東
統
宣
高
麗
渡
唐
記
」
（
上
下
）
」
「
研
究
紀
要
」

［
追
記
］

本
稿
は
二
○
一
九
年
九
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
中
四
国
地
区

城
館
調
査
検
討
会
徳
島
大
会
に
お
い
て
、
筆
者
が
資
料
集
に
お
い
て
紙
上
報
告

し
た
内
容
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

豊
期
に
お
け
る
大
友
氏
系
城
郭
の
特
徴
で
あ
る
。

大
友
氏
改
易
後
は
、
三
点
セ
ッ
ト
が
揃
っ
た
城
館
が
国
内
に
形
成
さ
れ
て
い

く
。
し
か
し
、
大
友
氏
旧
臣
が
残
り
国
内
が
政
情
不
安
定
な
状
況
で
、
領
国
を

安
定
さ
せ
る
事
が
急
務
な
状
況
に
お
い
て
、
十
万
石
未
満
の
大
名
で
も
、
支
城

を
設
置
す
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
旧
臣
が
勢
力
を
置
く
地
域
の

近
く
に
は
、
小
牟
礼
城
や
佐
野
鞍
懸
城
の
よ
う
に
支
城
を
整
備
し
た
。
一
方
で

中
川
氏
の
場
合
、
田
原
氏
を
家
臣
に
組
み
入
れ
居
城
を
、
他
の
大
友
旧
臣
の
勢

力
圏
か
ら
離
れ
た
場
所
に
入
れ
た
事
も
一
つ
の
特
色
だ
と
い
え
る
。
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吃
文
禄
三
年
以
降
に
竹
中
氏
の
本
城
と
し
て
、
佐
野
鞍
懸
城
が
使
わ
れ
た
と

な
る
と
、
附
随
す
る
城
下
集
落
ど
こ
か
と
な
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。

ま
た
、
高
田
城
の
縄
張
り
が
本
丸
を
段
丘
先
端
に
配
置
し
て
、
背
後
に
城
下

町
が
広
が
る
形
状
は
悌
郭
式
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
府
内
城
と
そ
の
城

下
町
に
も
似
て
い
る
構
造
だ
。
一
六
○
○
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
、
当

初
西
軍
に
つ
い
た
竹
中
重
利
は
、
途
中
で
東
軍
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
戦

後
府
内
へ
移
っ
た
。
そ
の
時
に
城
下
の
基
盤
が
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
（
「
豊

府
紀
聞
」
ほ
か
）
。
こ
れ
は
、
未
完
成
だ
っ
た
高
田
城
・
城
下
町
の
縄
張
り
を

府
内
に
て
踏
襲
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

喝
本
丸
が
あ
る
山
上
部
の
石
垣
は
、
通
説
に
よ
る
と
高
政
期
に
よ
っ
て
構
築

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
一
六
○
○
年
以
降
に
森
に
入
っ
た
久
留

嶋
長
親
（
康
親
）
が
山
上
部
を
放
棄
し
て
麓
に
陣
屋
を
構
え
た
か
ら
だ
。
し
か

し
、
寛
永
期
に
細
川
忠
興
の
助
言
に
よ
り
、
山
上
部
の
櫓
を
取
り
壊
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
「
秋
山
家
文
書
」
）
、
山
上
部
の
石
垣
は
久
留
嶋
氏

に
よ
る
構
築
も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
木
島
孝
之
氏
も
、
築
造
は
久
留
島
氏
に
よ

る
も
の
と
言
及
し
て
い
る
（
木
島
「
角
牟
礼
城
高
石
垣
ｌ
毛
利
高
政
期
構
築
説

を
問
う
」
「
城
館
史
料
学
』
六
、
城
館
史
料
学
会
、
二
○
○
八
年
）
。

よ
っ
て
、
角
牟
礼
城
が
毛
利
氏
の
支
城
だ
っ
た
か
、
確
証
す
る
に
は
検
討
を

要
す
る
。

Ｍ
地
域
支
配
に
お
い
て
、
支
城
を
中
心
と
す
る
行
政
と
軍
制
を
兼
ね
備
え
た
城

督
制
度
は
、
近
世
初
頭
の
支
城
制
度
と
似
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
大
名
の

１４

和
一
・
二
集
、
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館

福制
４
田
北
学
編
増
補
『
編
年
大
友
史
料
』
（
以
下
「
史
料
名
」
『
編
大
史
』
）
巻
二

体傘
七
’
五
四
六
号
、
一
九
六
八
年
ほ
か

城
５
三
重
野
誠
「
大
名
領
国
支
配
の
構
造
』
校
倉
書
房
、
一
一
○
○
一
一
一
年
、
他
に

本幅
拠
点
城
郭
に
お
け
る
城
普
請
で
あ
る
「
城
誘
」
に
つ
い
て
は
、
一
二
重
野
氏
の
前

お鮭
掲
文
献
と
吉
本
明
弘
「
中
世
城
館
に
見
る
大
友
氏
の
領
国
支
配
Ｉ
切
寄
を
事
例

豊期
と
し
て
」
「
大
分
県
地
方
史
」
一
八
九
、
大
分
県
地
方
史
研
究
会
、
二
○
○
三

豊織
年
が
あ
る
。

６
名
古
屋
市
博
物
館
編
「
豊
臣
秀
吉
文
書
集
」
五
、
吉
川
弘
文
館
、
一
一
○
一

五
年
所
収
（
以
下
「
史
料
名
」
『
豊
臣
」
五
ｌ
史
料
番
号
）
、
「
羽
柴
豊
後
侍
従

宛
大
仏
殿
材
木
之
事
」
（
『
豊
臣
」
五
’
二
一
八
五
、
天
正
十
九
年
正
月
十
五

日
付
）
、
「
羽
柴
豊
後
侍
従
朱
印
状
」
（
『
豊
臣
」
五
’
四
三
一
○
、
天
正
二
十
年

十
一
月
十
日
付
）
ほ
か

７
八
木
直
樹
「
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
豊
後
府
内
・
臼
杵
と
大
友
氏
」
「
豊

後
大
友
氏
」
（
八
木
直
樹
編
）
戎
光
祥
出
版
、
二
○
一
四
年
ほ
か

８
黒
外
園
豊
基
「
国
境
の
村
の
境
目
論
争
」
「
戦
国
期
在
地
社
会
の
研
究
」
校

倉
書
房
、
二
○
○
三
年
・
井
上
聡
「
豊
前
佐
田
荘
と
豊
後
山
香
郷
の
境
相
論
史

料
に
つ
い
て
」
「
大
分
県
歴
史
博
物
館
紀
要
」
十
八
、
二
○
一
四
年

，
「
杵
原
八
幡
宮
文
書
」
（
「
編
大
史
」
）

皿
「
大
友
家
文
書
録
網
文
」
「
大
分
県
史
料
」
三
二

Ⅲ
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
作
成



・
小
柳
・
篠
田
健
司
「
黒
田
氏
Ｖ
Ｓ
大
友
氏
～
そ
れ
ぞ
れ
の
城
郭
は
い
か
に
配
置
さ
れ

参
考
文
献

・
大
分
県
教
育
委
員
会
「
大
分
の
中
世
城
館
」
第
四
集
総
論
編
、
二
○
○
四
年

・
小
柳
和
宏
「
大
分
県
に
お
け
る
織
豊
期
城
郭
の
動
向
」
「
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
」

領
国
内
で
、
家
臣
が
全
く
地
縁
と
関
係
な
い
地
域
に
入
り
行
政
を
執
る
。
一
方

で
、
史
料
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
城
に
は
地
元
の
武
士
団
を
利
用
し
て
、
城

の
在
番
や
維
持
管
理
す
る
様
子
は
、
近
世
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
た
「
備
」
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
。
一
五
八
七
年
以
降
、
戦
後
処
理
に
あ
た
っ
た
大

友
義
統
は
、
残
っ
た
領
国
を
い
ち
早
く
復
興
さ
せ
る
に
は
、
城
督
制
度
が
上
手

く
対
応
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
と
い
え
る
。

・
田
中
裕
介
「
熊
本
藩
領
以
前
の
「
つ
る
さ
き
」
」
「
大
分
螺
地
方
史
」
二
二
四
、
二
○

一
五
年

・
須
藤
端
「
九
州
征
伐
後
の
城
郭
政
策
」
「
ゆ
け
む
り
史
学
」
五
、
別
府
大
学
大
学
院
文

・
下
高
大
輔
「
織
豊
系
城
郭
の
支
城
、
そ
し
て
考
え
る
の
か
，
城
郭
遺
構
論
の
現
状
と

ゆけむり史学第１３号（2020年３月

・
小
柳
和
宏
「
大
分
県

十
八
、
二
○
一
七
年

学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
、
二
○
一
一
年

課
題
Ｉ
」
「
織
豊
期
城
郭
」
十
二
、
織
豊
期
城
郭
研
究
会
、
二
○
一
二
年

た
か
～
」
「
北
部
九
州
中
近
世
城
郭
情
報
誌
」
三
二
、
二
○
一
七
年
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